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。使用会場

| ;.t~学部 2 号館( 1 階) I 

東京大学弥生講堂 案内図

[主な交通手段]

園地下鉄東京メトロ

南北線「東大前駅J (NI2) 

1 番出口より農正門まで徒歩1 分

千代回線「恨津駅J (CI4) 

1 番出口より成正門まで徒歩8分

園都パス

御茶ノ水駅 (JR中央線総武線)より

茶51 駒込駅南口又は

東43荒川土手段車所前行

fs巨大農学部前J バス停下車徒歩 1 分

|段学部 1 号館 α 階) I 

l 弥生講堂|

-2 ー

「

フ 口 グ フ ム

前 1 1邪 口頭発表

onlは辿名町場合の口副党沢払 MljMíU;J'; 問は、 1 itií~'TI15分 f光沢12分、 íHh~，ì :'\分)，

*f.11 は U'，手f臣秀 ~i~jiiíj:r J 帯 fttJ ~l (本質概'!!! : p.IR九

; 717 白石)~l
し明白ホ町一一一~-ザ刊叫由主

会場閏任苦 附 ;~~;.~\京jt:k' ，'ïlH"月/京北d 三 1~t: JIIU 、山十両 ;:Ii之 Oj(λ 院口、
川野JIoi甚大同J<.~(:k・院民学生命科"jI:)， i.lト町大怖いU巾 1 ，1f)、J1 1111 L1!i和引川大 J'日 J

一条ホール

東電福島第一原発事故関連一環境・生態い)
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に欣/1\された放射性ヒシウムの良川殺到J

(前向大・環境政射能川)0古 LLl ill 犬、(金沢大・
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喰 lp- 1 -01 QTUI河布庁を !H ，‘たミヤコグサにおける

枚。Jtl:七ンウム 1吸収関連遺伝子の傑支・

(筑波大・院生命r" 境)0野山沿一品、(筑波大・生

命J~l境系)古川純、佐ìIli {', 
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、
yfh 

f
 (:li タウイメージングに JUIH' きれるii2.':rI吋~ n仰がにお
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ぬ 111 I"r(/j'{阪!ùfl

('I II'ETでみる j2J:1l症におけるや\1*1伝達系O)~，ii!Æ

f品 3卓 l ゴ付税1'1科千葉/欣|民 li)f)

/ ¥ 

lp-n-03 lif[物体内の七シウムの助主主町{析のため

のポジトロン I{JJli トレーサの 1 liJ!;ê

m{-力機桃)0鈴 )I:{'I'郎、柴 IH半弘、石川 illR、

川地イf木、計永:11，、制ï~i-9~1珂、臨巻秀

lp-n -04 ;)1 ジトロンイメージング技術を )11 ，‘た

グルタチオンが他物件地上部へのカドミウムの移

行と苔干自を lllJ~iljするメカニズムの解i円

(秋山県立大・生物資源)0巾村進一、(11;(子力抗tlll~: . 

lzf子ビーム)鈴井!'I'郎、予水根、石井皿炎、河

地問:木、(早大回以立大・生物資源)頼 泰樹， III~部

i1i之、(!Ji[子力際的・豆一子ビーム)藤巻 秀

セイホクギャラリー

パネル討論 1 10:15~11:25 

rl，'''~~利川のための ruイメージングの新民↑JiJJ

座長古川 純(筑波大・アイソトープ峨坑動態 li)f

究セ(生命環境系))

(1)他物RIイメージングは植物の{iifを解明するの
台、、

iî.~~ 秀 ()J;( 了力機l1ID

1 2II， 1!物f(Jイメージング手法の改良 11 主 IUl ' '!}~: [111 分

~，(，能の l向上を nm してー

山市n J.見()j[大・院tt学生命1+'7:)

討論パネリスト

MJ山右木(原子力機的)

711 川 純(筑波大・アイソトープ環境励態 li)1

究セ (λlõ命環境系))

三一…一ーすー_2.0':<'; く休憩〉とふー-ー-ー~二_--ニ

分子・ RIイメージング(3) 14:15~15:15 

}.;.i~ 長 ~iI地柏木(原子力機榊・ 7託子ビーム)

I p-n -05 リアルタイムRlイメージングシステム
を 111 ， 'た iEP.;におけるイオンの者mi[~)Ii."Wfflr

(京大・院;，"~)O杉I日発平、 1[N南i 段、小林奈i曲子、

um引 l止太朗、 rr丙友子

lp-n -06 ミクロ RIイメージングシステムによる

恨の::"!p イメージング解析

(神戸大)0・内野照美、(ヰr)()杉田売'1'，成 ifli 1辺、日l

~ì':)I:度太JlJJ ，(CEAlCadarache)レ山rent NUSSA tJ品目、

(神戸大}三村徹郎、(京火)'1" 西友子

Ip-n -07 ミヤコグサにおける ~EJr~1岨 JI)(ð~)Wì と愉

ìlil則 i主治伝子の発m1'J'(析

(筑波λ; ・ '1:命環境系)0，';川純、(JJ;l 子hl!HIIi)

日;J ï- {'I' 郎、 JI 水側、石井 lt~0号、(筑波大・生命

環境) J引Tl ii'i 希、~'J-rfl祐作、(原子)J機川 )jiif地平J木、

ilJi巻 ヲ号、(筑波大・生命環境系 )(1， 版 ?J, 
'lp-lI -08 ラドン吸入による 7 ウス ~tIÍo7l容のJ!iln;IJ

効加とその医日!応川}O)可能性

(1品1111 ;1;; .院1~~他)o.!古谷 I~~ 央、)'，'I;(;j附川、内 IJI1首

';1J 、阿 IllNi一、(1弘子力彼 II~ ・人形峠I.il J創立科Jセ)

i自 m~~lh 行森有、(問 111大・約l淀三和l 医lI.lセ)

X~活文俗、(附 I I.i大・院似他1m 口.'J) j て、 1111川 w 典

午一二よJ47J三く休忍l> 民平三ぷ出与二3

分子， RI イメージング(，) 11:35~12:05 

座長中村j住ー(秋 tlJ Lt1t.J.1.大生物資源)

la-l! -01 玄米内部における叩Cs三次元分~Ií の lîl

llL1じ

(京大・院Jl~k常生命科学)0.阪淵 段、 ITIU早川股太

朗、 '1' 凶友T
'la-l! -02 ì血統味付切)'，-1'1' 1)辺による ljJi!1却制i "ÝMl の "c

際政司ーキシン分;iIîの可t!!化

(京大・院 I;~~!/:~I:. 命利 ";':)OJnJ!，リlZJ花、 /Jli il(i J，足、

円 J ~f )i:l~太fリl 、 '1 'íllj l<:子

ふ二与ぷ J-44iじく公食休f.il> 三五三ムぷヰヱムヨ

分子. RI イメージング(2) 13:00~14:00 

wn 品t[嗣 l見 f京大・院}~I~-::'j:生命利学)

lp-l! -01 多紋の他物制休を対象としたRIイメー

ジング角'(，析 l k: Hi の 1:n1&

(/);(子 )J 附仰 10ì"JJilFIi'木、(叫(，1'リJ桃川.lIi別大・

院j 小柄) ì字、(Ií;C子 ))1世桃)1，;J!'{IJlf!11、如 水側、

石川!J!.')~、(収型 I!大・ jt;'i) I;~) Jn i(刊に(師、 (')Jj理的)

l停巻秀

lp-l! -02 ;/!ジトロンイメージング (PETIS) によ

るダイズ拠不問辺への分泌物の可視化と紅白tJIjifJlí'

(町、 f 力 I:ï:桃)0')+ ノJdH、 宣告'J 1'.{'i'郎、 1日iIJ血イf木、

石)J: '.ll炎、 (J~(子 )Jjl~jll，:/lIU.盟大 '11:0 小例l 淳、(北

海iW!!{liJf) 中村 l ;r. ñJ、(耳LIヒ l良川) {百 il，!Wf!lS 、(Jl~、子

力機桃)iliPJ; 秀

LL一一~'.""""ぷ2.:~::~く f本主(!>、-"~ー~ムLUU

人体への影響 15:3o~16:3o 

庖長 山 I ，I;I~典 (1吋山大・院!~陀)

"1 p-1I -09 ヒト水llA休上皮釧胞に放射線を!照射す

ると何が起こるのか

('，'.11J 'liJf)On'li;世イf希. iJ~川 mfl

lp-1I-l0 DNA修復!ff問 T-l Ku70のitI伝子発現を恒

常的に抑制したヒト細胞株のけtt -Ji{ !HtIH:1\受1'1

の械椛1げ l引に打川なヒト制l泡料、の樹立←

(1M.(M ・') 7.、ク Jlt減化)Oi品位:\!!í1i.、小池川紀、

小i山学

lp-n -11 ヒトのDNA修復iHI~I~が JflllJjDN!\ 'ê修

lUするために lNl哲郎に集:fí't ~~一心掠寸二のライブセル

イメージング-Jll1t I11 ~， olXLPi\'J.伝子変奥山影

弊ー

(枕医山f ・') :スク HiJ.iÇ，化 )0小池半、湯f!&~J# 友、
小i山煎紀

lp-n -12 Ij~射紘による 1 )~~!コラーゲン j~J:Q品.~ í~j 

に閃りする miRNAの解析

()、分大・全学研究111，;住機1，\\'.)0矢野 1\9:之、()、 5f -J、・

院|浜 )i官 '1' J'''~;、 '1'村一一紀、 JI立佐和子、松尾朽孝、
，~f )ì(jj秀克

農学部 1 号館 9 番教室

政射線効果(1) 10:0o~11 :00 

I'f:長 対応万一〈早大. J1j!工研)

la-ill-Ol ，1-5 1lIll m純子山土J)~ ~可の ;:;.tcs と i 同Cs .tJ

よび加JlI!)肥料r~， Uyu'I\枚射能 (1\:iI，HjJ~~

()./LIヒ工大・共通 rc(.{ 七 10官l崎 {ふりじ以1;~ ~I) 

収t，rn l'<ホタル ~I~.r~虫 1日 J，II111) 阿自1; 11.初、(和!人}坂本

ili除、絞叩;.lii1 i ， 可()-J:I守]山

1 a-nr -02 ~ij ih,t ~;:j山水 '1' における水利 ;'It 子の1I:\'l irI

!i~ .pJ) と l正 J.~;'I'I

W_{χ' ili'i!iJI)0嶋本大祐、注目初、 ()'/U~'I日 u

l路付mf介‘ lLJ ド i:G'- .、(阪大. ,7Udl) ， 'in;本弘

la-ill-03 i削除水の欣射線分附

(京大・院T)OmHJJ日f介、似 炎、山 l' 兵一(11

学技術付会jjJf) ll:irli千品、 (/1;(，子力|院側)山|ーl 光花

la-ill-04 II!胤"押水の欣射線分解反応 V'<llli

wz大・凶Idf)O京N;t.的目、肌本大 Ni、(京大|注工)

IJ)iHlili' 介、 (rlQ ，q利半以術大)林銘市、(ï![大・

院工) 111 下 r1 一、 (Ulliversitv 01 Sherhrooi<e) 

Jintana ~II(~ (，s Ll llgnocll 、 Jea l1 'P山 1 J"y.Gerill , (阪

大・ i)EI日I'l î'î↓1肝不弘

ι一一ム':":"11ιニム〕ー… j <休日t> ~二九一一"-~-，...;......一一-....

放射線効果(2) 11 :1O~11 ・ 55

Illt長 111川村'í-(阪大・目ーliJfJ

'la-ill-05 J，点射制iによる水分1呼 気体分 r- ~I， 成物

の 11':<舟訓仙l

(京大・院工J Oif.m央菜、 1111;以一、(何千 )J 1111:悦・

託子ビーム )111 仁 l 光正、 (hi.lLr 川.:ili:N子)村上: 他、

-5 



(京大・|佐工)1路付mf11'

ホ 1a-lll-06 邸化リチウムー出化カリウム混合浴削!

ほの 1/1:射線うJ- j'J'(， 剖I成・温度の :rt1包，-

(Jj.(大・院工)0前橋tlí!舟、山下一点一、|判官拓也、 (1:長

大・旅\iJI) 結庭桁11，;、(耳:大・院工)U1HJI;lf介

附 1a-lll-07 !品川lJl:!ご '/:1: おける Fぐルス 7 ジオ 'J シ

スシステム lJU~~

(.IV 大・ )'I!，工研)OfJl ii!i孔 tVJ 、 E ~占科、 1以木町;，山!iI、

1:;lJ比リIj ::i心、以上和之、r，，;応万一

一 く主主ft1HH>

放射線効果(3) 13:00-13:45 

I:Hえ 山ド」ミーー(京大・院]:)

一一一一ー

府 1p-lll-Ol 屯子ビームグ 77 ト U、によるフッ;仁系

111j 分1' 7 クチュエータの Ili J)l:;

( !jl 大・坦IlTWf)O竹中日t、 FI :1'，1+ 1 閥、{阪に・

ナノテクノロジ-J2: 1illlfJt川 41!!}，'，i，)仙台尖紀、北島

杉、 0;'，大・ Jm工的f) 大島 1'111革、 HI己 }jー

'lp-lll-02 Bio-MEMS応lfJへ líiJ けた~; ') ~'L般的政

りJ{í;~l 減ï1i附七|

(中大坦I!IfV[ JOi;;jWiJ，九虫、 (1波大・成町r)大l:;) fYI

i'!j. 、(1i;，:r'7J!il': H，ï):人 I LI ~;lll 子、:H: i半 IWJJ乱、 111口光JE、

('手大・即日.Jnn尽)i一

lp-lll-03 7 ッ化臭化エタンの 1i'1.!j;]紋 IIIげはによる

lI~i央紫広I，i:.:における溶 ý!よ~MI~

(都立産業政術liJl~i:セ )O"I'llliNI

同_.._'._- -~-~.~ヂー〈休在，> -~ー一一 ιぷよJ

トレーサ一利用 14:00-15:15 

J.ilZJて íi!.i巻 秀(原子力機1昨・晶子ビーム)
剛 1p-lll-04 Tーfor-H交換反応を IIJ いた Wii~cf ，J'jIiでの

制々のピ')ジン誘導体の辿 l主治n~J反応解析

UJí i勾大・|定自然科'，")0主 主主、官J玩 日明、(新

応大・自然科学系(工) )今泉 洋、判盟J- ïti品I

・ 1 p-][ -05 T -[or-H交換j瓦札、における交換可iJtl~~

OBT と非交換可能叩10BTの述lit~iÌ的反1;~; 1\'f析

(新品]大・ CIK何 1.'，")つ片岡笠間、仲間TI1.之、 1 '1'Ji

i~.1 大・ 1"1 然利学系(工))今泉洋、 J:i・!Jft li'HJI

恥 1 p-lll-06 T-l<，r-H交 jr，U5di::、を}IJいた D-Aldoseの

m主57的反応W!析

(折 ì~~大・「よ自然科学)OrFl'i'秀弥、(車frì局大.Jj

然干いi主系(工))今ii! H'~~ 1t~!j- íli樹

決 1 p-][ -07 T -ior-1-1交換反応を川いた名Hl インドー

lレ化合物の辿 1支給的反応、WfW

(1iii!'j 大・|先日然刊 f戸)0やIIJUïi'[之、 UJii!，j 大・ I~

扶干I'-';': ，f，、仁仁川今泉 洋、 JlWJ-î1I仰

本 1 p-lll-08 陥i明マグネンウム "1' の非古川ノ九における

トリチウムのさJ~mリJ

(新潟大・院自然科学)0八本体忍、(新制大 1:1 

r.~; 利午:系(工))ノ(.};~ ~.'Y:.、狩リ'J-i立川

一一一…ιJJ;;;ぷJよく 1M[\> 仁三zt:~TI'L~半、ihLJ よ~

環境 15:30-16:30 

路公ノT}比 i干 f新 in 大・ I~~~利学系(工))

'lp-m-09 Tî川石油、ら部 IUするトリウムの阿佐休

のli~n・líi~\~tI主 Jt
(印Jk ・|注目I!，，:no小伝}Jl{似太、 (rrJ:人・問先・釘1

IIJ 戦時機榊) i_lf!nulI!一、 C~Uç・|泌総合文化)町村

i'~ 7c、( IYJ ，人. J1D:) '1'村利!氏、小i也桁也

'1 P 匝 10 P[CO-[{ADiJ!lJ5Ë~:i を IIJ- ‘た空気 '1' ラ 1:

ン i~~fsrll国?とのil'{持

(や l' 戸 j~7， . '\'&)O若材、加希子、公|品l 山美、(三Mi:

県f~~制!tI1JtHi)f .ji，'i'I'.liJf'光:i~D.r~ h1HIリ、 q'lWí 拡大白

抜)村上官I品、(Nii ，~W~ Ji:医大・医/元政[幻i)f)大;(~1

w午、 (ヤ1')寸消火・楽)jílJ jf,'jryl. 
蜘 1p-m-11 午rn欣 1 .1 1 における大気 11-1 ラドン W，li!史変則j

(仲戸楽大・;民)OJ長iljg)."iJJII子、公 I:I;JJII 尖、(東北大・

|淀 J]l} Hi宜怖端、 IU車 問、(平11::jKIJ11失火・|宍 )'JI'

JJ;[ リ}入、(判l戸楽大・議)l劦J ~1j弘

lp-j[-12 ラドン波民および水iはによる乎llX川周

状地の扇端古1:に位抗する小河川への地下水流出の

泣与の評価

(J~fill 供情 . l;~村工学研)0古本間τれ土原健JII 、

山脱党泣;、[j l 円 l除

| 農学部 2 号館化学第 3 講義室

放射線の検出器・検出法(1) 13:00-14:00 

鹿n i'，;j!;号沿之「東大 |児工)

lp-N-Ol ì皮肉弁別総/選別総の 11\力伝りのクイム

ジァター

(i直Í~~~研 )0河川娘、有Ii木彩、輸ll'J'l't I'J!.、(R[

↑品会 J 111In~:'i裕

lp-IV-02 去!日設i世l\m"l( Tll スベクトロメータ

を IIJ いた二l.:!J'1中放射t'1セシウ J、の測定

(甘li応大・うつくしまふくしまボ米文慌セ)0石井

秀初、山川;滋夫、(制島大・絞消~，t'm') 林 ));;:S[é、

n:WiギーJt:

lp-IV-03 Ge枚 11\ 停をJiJいた y線スベクトロメト

')ーによる玄米i誌面E+;~'f j~'~ 物引け， QJCs-13,I,Cs-137 

-(j ー

/fy 

及む1'1(-40の放射能il:UJ[定量と不服かさ評価

(円本間際同組 li)[) O~< i)( f'i'凶郎、(産総研)城山j'S~

1ム

lp-Y-04 )'紋スベクトロメトリーによる玄米認証

根市物質の川|以 J~I;-;J比較分析結栄

(E日l ヨヰ本1ド判z引|一E川E

3ギ不宇苧-、ベ(束京郁 l市1打f大)寸平，:)川1'11附1(附f汀1 行河l 、パ(Jli'此，'~仇総、』州川)三白浦日 勉、ペ(七日l 
4本J 分分、叶4析庁イ化t';呼!:会)[布付柿1サ市li1 1山II 干利日川{俊全、 IJ小lト、 L応'J.9勇fJ)夫と、 (lJi1 r高テヲ ノ

ス)白木 i昔、(テルム )1日J LlI 章‘ t東京都市大)問

凹作 T 、(日本ノ、ム)荒川史|車、(日本分析ヒ)北村

山司、([(]協会HL! rn.;;Hli. (Í~i玉大)おり11~1t;店、(陛

総研H紫光一、( [1 本 ;ßi合刊認~m;，)li!!恰I~!t

... ._:~~ーム"""'-_こ心一二4 く 1本1[l.>じよ三...:..;;...ームふJ

放射線の検出器・検出法(2) 14:15-15:15 

tiH三日，[川燕m総iílf)

lp-W-05 JJll t-J: 1 斗 l時計n効果を!lJ いたG叶企 111 慌の

~Hx知Jヰq刈 ~~if.: ~tit

(Rl協会iOtUllJよ~lii、正 îi1\秀州、(スカラベコー

ポレーション )í円:jTJ-fl'(人

lp-W-06 多械的 ift 在試料相!lJ ;.i~へのサムピーク i1、

の応!日

(r，大 '1:，よ|民 )0*~)i1:.t豆、(岐阜 l副長大) ':~f lï~( i午、

( r，îIi大)石川正司、 (γ'，)、・院|た)TiM1古人、 1111ド

誠一、(名大・i1l1ít)Ï'.lfJ毛 JJ1 叩l

lp-W-07 サムピー 7itによる !j'CsnνHnêの評価

(:'(，大・院|え )O~~)j良王、 (1岐阜医波大m爪 伴、

(1'，市大)イコ原 iE'HJ 、[名大・院医)石狩信人、山本

誠一、(愛知医大川、鳥山リJ

lp-N-08 ピクセ Jレ型Tlßr検/)\f!;}の評価

(東北大・院工)0人見砕大問、(東|じ工大・知能

エレクトロニ 7 ス)小U'J古一般卒、 01L1t大・院X)

金担問、(可I:Iヒ工大知能エレクトロニクス)11: 
司忠良、(東北大・院工)石井腿造

一 7

にい…ムーんL二 J く村、ω、>い十日以ムムー←ム

放射線の検出器・検出法(3) 15 ・ 30-16:15 

町長 人見干仁三 1!/J(l1LIヒ大・院工)

‘ 1p-IV-09 jたi'泣 :!..:111JhW'ii'j 仇検唱、への lliIl í[iÎ 力11工型

GAGG シンチレータロッドのi白川検討

(1'， 大・院工)O'î:'i'l'ft丹市、 JJi怖II'，~也、河川;tt刷、

'tflU.:英生、 :)I'ITI'S'夫

'lp-IV-l 日 比例松市訓'1 1[] 7\1判明何時の 118 ~G とノイ

ズ Wf析

C~(hl'nln l> 火 )0内向山 、判木市一

市 lp-IV-l1 レーザ -JI、f!~g イオノ[ヒ 1!l' 1正分析をnJ\ ‘ 
た川1立j1;j}-j庁における ，iliil 法の|制発

(1', 大・ l広nOíit:U;J;;(氏、 r1ï川l:\i仁、日松峻英、(名

大・院:ut，大・核燃料 ~l: J~IUjÍfi IT!上) '.'i匀11 )i't駘'" (字， -J: • 
FよXJ川原j，j;刷、(，(，一入院 1:/:'(1 大・核燃料l'~，'J)~施

設))ITI材夫、(マインツ大・物J~UiJr) KI,,"sWel1 dt 

く H;;:i!>

放射線の検出器・検出法(4) 16:30-17: 15 

I!V:R 1会出rn叫，( (ili'~ qfc~l肝)

lp-lV-12 川イオ '1<') エチレンの~\j弘干IJ 別ブi法

Ijíj処則条件-測定制!主の村i!jj;J

Cr.!:立腹Jdk:l，f.i{Mëセ )0水川栄来、 t11i木俊二、首

藤jlêlVJ

1 p-N -13 l' J 渧li ;1J;C()-(jOiiJ~淑集介 H'内部の材!hl~~分

:(Iiil!ll定

(大 1(，( 1日立大・欣射料liil['ず，.セ )0小向日銭犬、宮メL).L;

J久行nn.

lp-IV-14 7 イルヂ j ，J 川Sr/~IY~~tìD~ を JIJ \、た去\flWj

自主モニタの阪出幼:{L1立 jEにおけるフィルヲの;~~智

([1]↑品会)0大城IOìì 、 jL!:'lìU之介、 111 叩崇Jìi



/ーー、、

;ょ月 8 日(火)?
ムー…~""戸山内山~l

会場tli王者 1'.i"tlVJJj (J'f~附). Jili出 1'j!~('T.拾 ι 院ょに l仰木 将 U{t-t".f~tj. 'r'iÏlI聡{b'J.. I~i /!It_l 

一条ホール

京電福島第一原発事故関連一環境・生態(4)

9 ・ OO~ 1O :00

座長 l到」ニ忠子 (J/t:，医研)

2a-1 -01 孤島 v;~iJ'i ~~仁川ーに生きる布]1.1二休内センウ

ムの実効半減Jりl

(ヰL悦医科大・阪披人育成セ)0;古:j \1l 純

'2a-1 -02 '1:科'\)'における i訂C誌のう士イ'1'--'1'刊 Î 7)'ì主 1&.

される給íNJtlH町の F足l

(;lt'L\大. N~医)0不目立友介、丸山間大、 rl"'l的 Y亡、

J友好友 l点、 1 Li llJ YI:司、和 IUI正一、村T曲:f竹彦、上 tl!J'

i主治、小山凹敏文、宮川1美千子、渡辺大{午、武iHg

llii~~ 111\、伊藤{III彦、夏坊\j\t宏、(日本全装工楽 I1床

戸忠、春

。 2a- 1 -03 11，;) 料中に FJ染した 1JïCs.fiìíW_ と牛の休内

欣射能にU.、ヒた除!i~J!IJjmの予定1

(;1ヒ lJl.大. ï)l~1災 )OJLIIII出火、不破友介、仁l'嶋光、

波野 }j_;氏、 山 1I1 晃司、 午111111北一、 4小判柿1刊巾1;向川，削1

{佼程 1治h、小山 1:111，比文、'，:r{I'i品j災トf 、波辺大作、 ii1: ijji

J.!(i--j'; li 、 !J十副長 fiJ'彦、 ~.L J):ï\枇公、 ( 11 本会illi: 1:業)叫、

/,:1 }~日、 ，N

市 2a- 1 -04 制品約-}J;';1ê 司î- 'I'山被災 '1:の I'H'J"'''SriJ!l)氾
(TJ[北大・|応IJI1) 0小荒井ー氏、本出Hli志、三山ωE

HI 、 C~[;Iヒ ~)ç • Il;~ �) i~~~j怖 {!"i 、 C~(;Jヒ大・ I~/~fiì/_l1L 

北大・~i.~t;:M) 鈴木似彦、(東北大・院!'ij)ì，';ノ'JU'.[火、

千集長。郎、(東北大・|犯iJiíl東北大・災符研)小坂 {也、

(以北大・院ù[i)村上 沼、、総 m 潟、(以北大|院Jl~)

f日 f日引L 、磯良恵美子、(東北大・院:mv司E北大・日

fx.I!H\j)同 誌然、 (~i北大・高教権十時Jr羽il< 勉、

(東北大加JÎ~~'ì医学研)稲本学

一一一一ムニ;二こぷく 1~"m> "-一一二ふ}千二

東電福島第一原発事故関連 環境・生態(5)

10: 15~11 :00 

ffi長 十市崎竹j;il'(北 lli大・獣医)

2a-1 -05 ピワとカキにおける 11注射性CsoJJ日 m半

減JY)OJ比較

(欣l民間ìOnLl:W子、 Ui{'>'i研)内 rrr滋犬

2a-1 -06 '''cおを月1 いたダイズ幼刷物のセシウム

l収収村悦の例析

(jU大・ I~i'~ 伐中éL:命科学)0二瓶DJ:.rk、成制伐、

IlJ tl' f.j下g太朗、中西友子

2a-1 -07 i争ノ，)，発生土から野菜への放射性セシウ

ムの移行を抑制および促進する資材

(}J文民仰fjO石引 {'J' 品、問上忠子、内|壬l滋夫

:....:....:.三主じー............ぷ与さ三く休恕>正己主誌ぷ立主主J

東電福島第一原発事故関連一環境・生態(6)

11 :15~12 ・∞

P，ì~f毛 郡筑幹夫(耳工京楽大)

2a-1 -08 文化財の放射線対策に関する剤査研究

職員行動マニュア jレと文化財除染の~.え 1;-

(:ijihr文化財 fV[ jO{Jë野千絵、石崎武店、{九州国

立1・!ì物館)今i本的 ~t 、 OJ[大)松町 :iE.~I-、(I!l際Jt:ü

数大)久保XJi ，氏、 IjI: J，:.t大)茶袋 Il求、 ()IO;ro~立近

代美術品iO.1去木透、 or.\鳥山立美術品'i)伊保 |宅、

Ur;i!諸県立h1rqilj(ijj) 杉崎 rti'i良弘、(術品 Vr~教育i'j').)す

tl'H企 IVJ

2a-I -09 f江総長j氏自す総彼ばく 1也I;/i影響について

の -flih<!. ・ i且 }JII (i4過剰悦性ストレス説その 2

(耳はじ工大・共通教育セ/川J.JUt大・院教'(1 1'，';刊 j

O岩崎伝
2a-1 -10 抗日都-}j;()1とからの欣射能と|口) ð 合う

-TIi民による欣射能iJ\lJ定 (m)

[名大ー院医学系)0大出辛子

~，:斗斗三ミ三三三三く昼食休憩>誌羊主主主髭ミミ込2

特別講演 2 13:00-14:∞ 

「産業分好における中性子利川の新しい反 IJf)J

!弘柳:~~別(才l大・ l坑工)

w:長 竹中伝平{利l戸大・院工)

-8 ー

二ミ-ムUìぷ""'--;::...:......:..，..ι: く付、!w，> じいぷ ;時四]一一]

パネル討論 3 14:15~16:45 

「小型IJllj'主総施政の h~射性rir~r物の II\(j泣いについて」

郎長柴\T\l:.l!.';<;1， (RT協会)

(1 Jìl:令改正の概嬰

迷政正志(千代川テクノ jレ)

12\rznt川リニアッケ

i皮5U 出(桃iF，労災病院j

(:l\PET砂 I!Hi脂製法 1日サイクロトロン泌設におけ

る lí'éM{じについて

桝本干J1殺 (KElO

(4 )尖 11](自な放射化測定

上it~l')[;朋(辺倒)

(5111 木アイソトープ|司会による放射化物の集怖の

現状

コツ川市三 (RI協会)

:三ぷムi~:;;'~:2-斗~ぷゐく 11; ，8:\> :::.:Sニ

理工学部会オープンセミナー

17:00~18:00 

行日子干す下ご子直互亙主主盃ヨ
1. 欣射線il， i~自主知新 (aIYj:iiii)

「放射紋仙':'WI:枚目j.~~ を '1'心とした川先ーテー?の

ìKJI，や{↓)1党の ;1五め )í を m り返ってー」

1* 千仙夫(すrï:l;i@ 大~';!:rl.~牧J畳)

~iW; :JJ:lJ 1'1 夫(即日|ーら，f: 郎会郎会長j

2 部会的目リJ相ipl

(参力lI'ttl!!ゆJ.J

セイホクギャラリー

陽電子消滅(1) 9 :OO~ 10: 15 

座長 河何序列(Jj;[子力機附目先制法九世間)

2a-n -01 認fiH型地物質 防也子対命による~~孔

欠陥測定Jfj lji料品シリコンの開発

(jff総研)0山l協 d 人、{川長'ßt.止、

2a-n -02 7 パランシェ・ 7 ぇトダイオードを 11)

いたAMOC測定システムの IJ日発

(東北大・制約OTtJ雲ーポ、(以北大・院二[)下電l'

昌側、(束|ヒ大・ ~7ji}f):JI 上lJJì台、外山世tt、永jl

J)J~介

2a-n -03 ;~積MII品 ttt子パルス化技簡をmいたポ

ジトロニワムピ一人発 ::1 お W~ のIlHJG

01UJli大・ J~rr)Oii:，\j 汐孝治、木村山人、長叫が，と

'2a-n -04 ナトリウム氷定f?' ンゲステン !c\lii から

のミュオニウム放~'\'k持主

(東川大・四DO鈴木';i.(J!:f、(Jllililfl 長友 i問、(JJI'

初f/市大. J!H/Op引いltHPI日 i除太郎、(1lI大・ Jlli)nlj

村列一郎、 (j:j:Wf!大. )~J\) n1~.~一昨、 (KEK. ;K核 li}f)

撚 1{1Y紀、 (KEK. 物 f!，\M)i也l' 出、 (KEK ・ヨf

f史研)__\:好一樹、(京m!.大. )'I!) :，i:1ヒ院行、 (KEK' 

物十附i}[) ，川 rl'l-刊に河村I，.\(，;i九九トラッサ ・ノて

トリッデ、牧村俊l山、 ilii# 沈、 (KEK ・紫技研、}

三 Î'ilí j也、 (KEK 物榊研)下 I'Ji:'i 一郎、 (01附1・It/

KEK' 物情川)小山由他児、 (Opell-It /KEK' 剖おセ)

鈴木 l除、 (KEK 物村'11M) 国山将'1'. 、 (KEK ・索

似研)府政直人、(東山大・祖.u長的安之、 (KEK ー

物j{ijfiJl)三't I，kIW

ホ 2a- JI-05 ポジトロニウム({!イオンの共叫光脱雌

実験

(束J:'.J!大・辺lJ Oii自i汐孝治、(互gfijf) 余川町人、京

俊行、 (KE1\)和 lU 他、 inn l1\ iílj:，兵頒俊夫、

判IJT IYJ 、 o!m!大. l'l!) 長的苦手之

...._.'-~，-.......，_中日目二:一一」一 く{I;，8:l>会 』ぉ

陽電子消滅(2) 10:30~11 :30 

自民木野村l字 OUt:li}!J
嚇 2a-JI -06 水 1.i JJ;'l!ý，下で処 1'1'した日、系試料の附';11:

子iI'li)t~

(千波大. ~;C[)O Jl IU山梨奈、 tfrJI・芹純、 liMifl 孔

紀、 Ulí'i総川 j 大内氷山

2a-JI -07 f\ 1-~1日 Zn7'ì::1，:の 11守 'iJJ{lj'/I\\ こ i下うは?屯 r

対百"鋭化
(阪大・院工)0荒木秀附、(阪大院)'ciJl 泊、 (I:ti

大・院エ)水出j- jEI:;r" (利 ""(î N，~jN所・材料州H公，ト

~';i!J2、 ;ift~hJf 11!� 
2a> JI -08 桃子JJljj 以 l誌の y.!. なる Gdì!';;JJUGaNì:.v. JJíiの

ZE孔!日欠陥到包官Ilì

(KEK)O絞内 牧、(住吉ii: líJfl 大山永版、オローク

E ブライアン、鈴木1'，一、伊旅J!-t~;、(阪大・iÏ研)

佐野壮太、耳ï~Y:太郎、周 逸机、長谷川主;:~&

2a同 JI -09 ;I!!，:機肘状化合物サボナイトにおけるセ

シウム特呉l吸着サイトの定iぷT官fr

(学芸大・環境科学)0仏2藤公i);、沼 1+1和市

む~，"2i:::.;';~，~~~，:~:←二二コ〈昼食休憩〉 山~..~三;;"'--ー=ご

-9 ー



日本陽電子科学会依頼特別訪演

13:00-13:30 

|日本陽電子科学会|

伃ositron Beam Experiment罰則Id ACAR 

Hi巨hlights with Polarized PositronsJ 

Prof. Christoph Hugensclunidt (ミュンヘン

工科大学)

陽電子消滅(3) 13:30-14:45 

1%長 11叫E!t介(京北大・企研)

2p-n -01 Spin-pol"rizations 011 ferromagllet 

surfaces observed by a spﾏlI-polarized positron 

be<lll1 

(ASRC/JAEA) OH.Li , H.]目Zhan店、 M.M"ekawn、

Y.Fukava nnd A.Kawnsuso 

2p-n -02 Current-induced spin polarizatiofl on 

metal surface:も prυbed by Spin-I)olnrized 

posirron beam 

(J ap山1 Atomic Energy Agency)OH. J. Zlwng、

s. Yélmamot.o 、 H. Li , Y. i'uk"l% M. Mael,"wa, 
A.Ka、，va:-;uso、 (Institute for Materials Research, 

Tohoku UniversitYJ T. Seki 、 K Saitoh 、 K

Takanぉshi

2p-n -03 スピン{附杭ポジトロニウム飛行時間測
定i去のm~9ê
(原子力機構・先端法礎研)Olìí/ 1l 1 税制、沼 凱、

i可制厚男、深谷有:持、張宏俊、半卸

2p-1I -04 合反射高速防m:子Iñl折を ITIいたAg(lll)

表ifiLl:のシリセンのW!;立決定

(原子力機械・先端銭礎研)0深谷有替、 (KEK'

物情!ofH五 FJII\潟、(原子力機構・先立置基礎研)前

川雅樹、 (KEK'物h'ltr.Jf)和凹他、兵vi'[俊夫、(東

大・物性研)松山 縦、(目立子力機111/ ‘先端然破liIf)
fiíf制 t~:-!1j

2p-1I -05 全反射出迎防託子回二!fr(TRHEPD) によ

る Ge(OOI)表而の金ナノワイヤの構造解析

(KEK ・物術研)Oi翠月/Jlì降、(Ji;(子力機構・先端

基礎研 l派谷有害号、 (KEK' 物問研)和四 位、 (IJ;(

子力機構・先端基礎研 )lìíj 川税制、河縮!早1fJ 、

(KEK' 物情折Jfi 兵li.il俊夫

ム斗訟に斗二三42 く休憩〉乙;二工ぶ;込山てこ3

陽電子消滅(4) 15:00-16:15 

Iili長伊総資志oíri.総研)

2p-1I -06 イオン液体中におけるポジトロニウム

バブル形成

fぺ

(原 f力機構f茨城大・院)0平Illtlf'll!.

事 2p- 1I -07 セシウム恭着タングステン衣I凶からの

ポジトロニウム1良市率の見積

(京理II大・迎)0山下批志、飯間;[[;，'1(.、長 111(l恭之

ホ 2p- J[ -08 K蒸諸多紡品タングステンから放111 きれ

たポジトロニウムの飛行時間測定

(耳uw.大)0飯山進平、(立教大)浪花股之、(来迎大)

寺珂1*恭、 (KEK)和田館、 J24月tf.\ i降、 Jl:UJi俊夫、

柳下明、(束期大)長嶋泰之
2p-1I-09 熱問等方加圧法で作製したシリカガラ

スのポジトロニウムによる笠l秘検出

(千諜大・|淀:仁)00事 i良:真紀、背山刷平、(11山Tlll子・

'1'研i}j.(~[大・応セラ叩f) 小!JlJ・ I"Jfli、伊藤節郎

2p-1I -10 陽電子消滅寿命ìJ!ij 定法によるポリエチ

レンテレフタレートの劣化構造~lf*斤
(m総研)0荻原兆町1、大冶.見牟Ii.~ 、 l五11~;J j[雄、 ~JjIH

ìl辛

Li.斗Lぷ二ζ;ぷ広道!lZ謎く休挺l> 訟之官翠泌こ訟邸主ご議

陽電子消滅(5) 16:30~17:30 

!'lk長 長崎恭之(夜間大・院~m)

2p-n-11 ftrr総研の)f，直披閲也子ピームライン施

設

(ilf.総研)0オローク ブライアン、大島;ikElL 木

野村務、商品俊二、小川博嗣、鈴木l~-

2p-n -12 イオン・附電子複合ビーム !!I日射におけ

る陽\11子寿命と再放出のmu定

u主総研)0木野村淳、鈴木良一、火舟氷山、

BrinJl E. 0・ROllrl日、閥均俊二、小川博刷、(京大・

院工)土lfI秀次

2p-1I -13 京都大学 J~(子炉災験所の低迷隊也子

ピ ム~慣の開発と現状

(京大. Iji\子炉尖l助苛)01主雌紘一、 1!r1 山L、義家

敏正、(東北大・金仰f)雨雲ー京、j.J:上耕治、外111

他、:ik・1Hlí介、(雄総研)大応;ik版、木野村 i弘(京

大・工)白井泌i古

2p-n -14 1:氏 iMi陽電子ピームパルスストレツチセ

クション建設

(KEK ・物情(IJf)O和田 i也、(原子力機構・先端

基礎初f)l河川柳樹、 (KEK ・物術研)Ei月出海、設

~~~t雪夫、兵，iiJi俊夫

主主f，.，こJ~<}L~品部〈休型\>邸鎚泌蹴以i

-10 ー
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放射線計測分科会イブニングセミナー

18:00-19:50 

川本アイソトープ協会放射線安全取扱部会|

(1)放射線によるDNA捌傷修復l!HPI と制IIJ.抱応終

泉雅子(理化学研究所)

(2IDNA蝋傷を指標としたl枕射線量測定1'1<ーのrJlJ5&

i)!i水高久雄(大阪大学ラジオアイソトープ総

合センデー)

(31欣射能汚染セシウムの探'1，<技術の開発

白川芳幸(放射総医学総合研究所)

(参加t.!l 無料)

| 農学部 2 号館化学第 2 講義室

線源及び放射線発生器 9 :00-10:15 

~li長 E在感情佐(1波大・産lVf)

2a-V-01 礎研J\VFサイクロトロンをJlJいた頒布

JIJCd-109の製造

(RJ協会)0脇iHll'一郎、矢納悦也、 111 凶器専骨i、(JlIl

1iJf ・仁科加辿器研究セ)羽場安光、柴田誠一、市

橋í-1l也

2a-V-02 川Rb(d ，x) 同'Sr反応による高比放射能回'Sr

の製造

(RI↑品会 )0矢納恨山、!脇谷雄一郎、J1lm然裕、(料

品~ .仁科加述総研究セ)羽場宏光、金谷淳平、抗

m誠ー、高橋和也

'2a-V-03 RF偏向:宅洞をmいた電子ビームのl時間

方向分布置1'ìJ!IJ

(早大・ J.lIn:.初f)O両山将大、商村祐一、向橋~L之

i位、坂上利之、干:tß-}j'--(KEK)/，足首俊 ;ftl 、 ìilì川

町古治

2a-V-04 テラヘルツ~城のパルスラジ寸リシス

の研究

(阪大， if((Wf)O菅晃一、楊金峰、小方 i京、

近路孝文、判明正雄、野i串一太、悩川抑i羊.法滞

公覚、小林仁、古m防一

2a-V-05 7 ェムト秒パルスラジオリシス i去を用

いたドデカンの放射線分解初JUlì過程の研究

(阪大 'ilifMlO近藤孝文、 .11・河原大樹、樋川平Pi手、

事11)ヨ Df>.、背J/;戸、楊金峰、 f去i平公覚、阿川

和-、古川陽一

ば立話盗む込立む二2t之i <休組> b二i己誌と与記~~説法辺

放射線の検出器・検出法(5) 10:30-12:00 

l坐長山nHH~rì(Rr協会)

2a-V-06 低パックグランド比例計数~・システム

のKè: 1TI -:m水~{~7rス Lドのトリチウムの測定ー

(イソシールド)0五十松奈人、五十桜祥二、(筏

融合引Jf)河l珂P来央、 c京大・ rnセ)戸時光男

2a-V-07 向感度トリチウムモニターのmm:(パッ

クグランド官1 数のl!1 ì.U1J米j

(核融合研)0河野孝央、(j日大・ RJセ ìjニ1似f'Jé列、
(イソシールド)五 I';IMH'ニ ， 'h:-I-楼常人

2a-V -08 3 cm-~;r:， j卑幅E を hl!iしたCnF，-シンザーレー

ション~~，~JH~によるトリチウムオtモニタリングシ

ステムのH目玉E

(核融 {~lilf)O河野孝央、{アトックス)大橋秀道、償
問洋成、ジャムスランジヤヴ エルデントクット;)之

、a-V-09 短JUJ 降水中のトリチウムと各航イオン
の.![i}J態解析

(新潟大・院自然科学lOIWtll泡太、渡辺市、主

祭、(新潟大・自然科学系(工))今泉 洋、狩野直

側、(官目立政業技術研究セ)i.訂版正19]

2a-V-10 土取中における)J({IZMo)化学形態分祈

と環境巾へのí'i:行挙動的検討

(新潟大・院 I~ 然科学)0企部有苛z久‘;6;回未来、
高 立伸、(新潟大・:l:15'，j・野直樹、今.}j~ i芋

2a-V-11 刈 i?:~A<.における椛存物質の動態および

降水の彩電車

(新潟大・院自然干'l.é;>.)OAclilji川IgTiemuer(アヂ

イリジャン・テムレ)、日l 辺 l王|大、(新潟大・:に)

草野主主、狩野直樹、今泉河、(新潟大・災害

復興科 t向ilf) 波部直惑

~1:~E詮二三:く主主食休鎖〉とY~J三ぷ足立二71

放射線の検出器・検出淵(6) 13:00-14:∞ 

康氏 rl'村吉秀 (Rr協会)

2p-V-01 放射 1tセシウムをp;む玄米試料を用い

た紋射能測定試験所間比較

(ilf総研)0三台Iì勉、羽11木彩、 1)史研機構・食

品総研)ì賞松1制作、 ui主総初f)梅野従t1l、 (IR!:研機構・

食品~:初[-J八戸真弓、等々力節子

"2p-V-02 環境放射能測定の品質包1空Ilを日的とし

たJ-129分割[1日限準刷物サンプルの作製

(~ヒ大・工学院)0前川制謀、(北大・工学研究院)

太l到朋子、五十嵐I成文

2p-V-03 )1ー戸型t削It秤iによる訓TI放射能ìl!iI~にお

ける不純物のJ~~轡

(RI協会)0石津秀附iI、 111出禁m

-11 ー



〆ーー、、、

2p-Y-04 .1レテニウム 10日itì絞川 IJ、あl~i}';'の水 l吸収利，t OI[)Ã郁， Ii}、 10111'1'健太、 1!.li Hi応、作木幸ー

i心I!I])E乎 11、の 11 ::J 1t "2p-V-09 j~:ji :;;rl 1J II:':~下におけるセメント制化w中

(j)i'( ~itM) 0)111脱 Lli弘、以内\.'J!.弘、問il# H1J生 の水分挙似Jに|刻する実験的ÆiWJc

(以泊!大・院耳n)o~昔前1 '光、 (~~lll!大. J'1l•J:) ~I( 

い守山ふん'，，:...:.'， <休!日〉二二一一，"._-""-以ぶ-'--_.J 松 半、(41:大・ lL:工J 111 村政道、(大成姐!日!.t)，.!J野

I~~~: 

中性子(1) 14:15~15:00 ・2p-Y-10 モンテカル口前併による WB(n ，α);Li反応

府民 小林久)， (:ù:rx.大・名株数以) による水分例初)tl)JIX 鼠許官lIill

2p-Y-05 rl'tI3'エネルギ一分IIH!!，~イメージング

災 i ，~tlli~，~の状況

(目~(子力t:~tFnO~I.')gi'í曲、篠原氏(品、及 111 純一、

削川1t1;..'flT、似Xi旬、出([日正3匹、 rl' u. 世仏大 11

jc此、(北大) 11" 藤叫降、加~~山降、 (J.'flMJWi lTI秀
夫、{先 丈民、(九大)世良俊博、 l名大)鬼棚1 j'!f.1列

2p-Y-06 京都大?!i)f究 rn原子炉における中性子

イメージングの応川研究

(京大・ lJ;t -T 炉実験!肝)01)1，1#大介、~';'f H!長泰司、川

端判II'1J

'2p-Y -07 nANS'J、~ノミルス 1_1-' 性子淑のためのイ

メージングシステムの 1:日発

(Tj[京都市大学)OJ):I: .):fî ，l品、JlJ 中健太、持木幸一、

iJlrrTiJf) 大竹i.J1Til、竹谷 J:f~ 

くイ~，)ln> 、一，~:~.... ， "~...ι=二--".;

中性子(2) 15:15~16:15 

店長 九柳時 IVJ (γ!大・院~CJ

本 2p-Y】08 トモ-;..ンセシスによる汚 fi~1'11 の;j(語、主T

~Ij 訂出IJへの適応評 1111i

(京大・|佐工JOラートナイサッ l パンテイラ一、

IJ別、l}iJf1~・(シャーブルッケ大)メースングノエン

ジンヂナ、ジェイジェラン ジャンポール、

(ニューアリア・デベロップメント) 1,,111 如、(三

菱重工J 抑!日中止F二、志水雌一、鈴木 将

2p-Y-11 'I' t'↓子ラジオグラフイによる !:\'M内抗011

の流休可視化

(神戸大・|見工)0竹中信幸、 iB!f 等、杉本l焼失、

村川秀側、(京大ー原子炉実験Î9r) 内政事官l

二一 “二与迄ふと乙ぷ<休Ml> 二一三:ニζ云云ニ:乙:J

食品照射 16:30~17:00 

PlIN ノl、林若手彦，()Ji(子力 .jflti'lj. • ~1辻子ピーム)

2p-Y -12 it{ ~H，I!照射した生薬のESRシグナル特

性とショ!!~合立について

(大阪楽大lOllljlJ'恒美、木村比二郎、(新潟大)大

1TI ~IU"f 
2p-Y-13 1到内で食品!!江射iJ{，\W 及きれないわけ

(前七1;1&111， (1庁)0太H1批お

-12-

;7 月 9 日(水) l 
L，，~~vv…vvv_j 

会場貫f王者 川町叶 J虹」、 ill j(~(k 脱出 "(:I.I命科'j!:)， j，p.昨 λ刷 OU I] 1 4iJf) ‘脱出口，'il'. (~r 拙人院.L)、 11I 川;，J~ i下( J:l， J'I~λ ・ J~[i) 

一条ホール

東電福島第一原発事故関連-除染技術
9 :30~ 1O :45 

座長 mllilì古雄(京大・大気海洋研)

3a-1 -01 きのこ雌I肉成を 11I いた +1;/1ミからの放射

性セシウムの却~!，k

(術品 PA林業fÎJF~1:セ (J児所属桐島県県出炭林弘J':務

所))O!!~附 i字、長谷川孝則、(原子力機悦)坂本

文徳、大Tt敏彦

3a-1 -02 氷結品 ì1，による 1/1:，射能汚染水の滅容化

処呼11

('(，1山大・水諜同i立体研究七)0松山政犬、阿部伝

介、 ('tJ'I .Li大・ }I日)町民服午、(化研)十rJ.本忠i，('、 fF

1t之、 rn ItI' 11:士、花木行 '1'

'3a-1 -03 放射性セシウムの防~1; と i最終貯jは

(!i)jj1ii大・応m化学Jm))似一仁、赤t~~古?品、矢山?

副k火、中11 谷伐材t炎、戸日1欽也、(防衛火， 1(~能付

利。仁学)イïf1: 数、 W.パ前大・応ITJ 化学)íl_y ')，:二、

(ゼロサ人アース中1:) 余夫良U({、訟附 jlt川、(収大・

rl';';::救J1H;\本 1I!~、(防術大・此;)JJ化学)州保広~fi:"j 

3a-1 -04 御悩税J!，ろ ìti法による民業 11)水からの

放射 i札セシウム汚染1\'J':刈粒子の除去

(Ij本 'JJ性子 Yí;.!!戸)0奥村丈夫、 (1司郎工務店)川 1-，

助、(工学院大・工)坂本哲火、(太111 地区復興会政)

大手 lUJ 兆円L、(ナノエコ・テクノロジー) Îl1:Î不幸、

射性桜前の波l丸公化とり山内 51011 メッシコ O):Ul{

削 1t n 
(1111日大 iO側井11，久、 (1IIIr~ 大・ JIJ! ・ RI4{:作尖!~r1:()

舵 忠実了、 (1111防火) jli1lfll'犬、 (1111陪大・院刷工)

紅林 ~~、(山形大型ID i[ I J2.~山 l夫、上|河大氏、(I11 

形 l'it.衛生川・ JIJ!化学部)笠原義.11:、利 1:11;';":f'Î '、 (!lj

形県環境利学研究セ)長i:tu料、イJli{l; ~n 

3a-1 -07 杭潟県|人jにおける野焼きの実証実験に

l目する相lff

(純真学|判大・ f~他医療)0新引正ー、(久f{(米大・

阪)ァト肘亮介

3a< 1 -08 放射線測定による断府湖脊 その 1

文書1;干 J7'tì航7ド 1従モニタリングデーヤによるシ

ミュレーション

(ゴ非ド似J峨』点fW杉牧4企I 古任ì')0政下位1樹封、 (';1屯正子利

H膝事同利 l俊主
3a-1 -09 ij'l射線測定による断!日'訓造二 その 2

エネルギースベクトルによるシミュレーンョン

UI 似j提検査)0版下辺倒、 (71î:'fn 学M)辻本 J止、

店主同制11を

ム:.;;:.，___:: _~i <昼食H;泡t> ~一......:....'._一一

特別訪演 3 13:00~14:00 

「何千炉，11，びに加辿加を平IJ川したnNCTによ乙がん

�i.'I1.�.J 
小野公ー'，(ょj(大・ IJj(子炉ソ;収日i)

荒牧ílNi~ J!.，I~Jξ 小品川二~ (jj(J !I! 大・;足i)

3a-1 -05 NnJ (Tl)シンチレーション t~ILl ~:i を月 l し、

た除羽染=前f後長の}伐見地のb欣k射T刊l セシウムモニタリング ;ニ，-<""，u.tぶ:リfぺど吋
(りJ伐J見1九l附j械挫t情昨 .æ段i什キ4村}ず1':1に:ブr学F研 )0:11)以1陀t雄1[.、 石 rn 聡、

~!川、周平、白'hlC ~t~;ß~、小企プJ、奥島修ニ パネル討論 4 14 田 15~16:45

f:1ヒから ïti から福，I;，~を FJJまえた放射線数百の会l玉Jm

己ぷ:山山iμぷ:2<休恕> 2.:'.S:ム比三;， 1ムギ山 I::J 11 J 

東電福島第一原発事故関連ーその他

11:∞~12:00 

所長 Nt旨大;M，(司Z 仁J'!iJf)

3a-1 -06 UIJ院における原発事政以降の大気巾欣

出長 宮川佼附(欣射利l教育7 すーラムノ|一l 本原燃)

川政射線副読本の改訂について

iì~i Il!( f(~ー(文科省・初等中等教育問)

(2)やってみよう 』主M世i主主干f

p.lï IIJl;z子 f奈良 rli:>i:J;I.tllI rl')

-l.3-



(31名古原 jljの rl"学校における放射線教育

佐野媒"n(~lï~ï殴甘i1.[上:HA')

(41，'1:J成\';J，ll[M村における放射線.原子'1J に附する

学切について

鈴木克己(束d州Liì. Jmif1 /J、)

(51似向日村における中学校の肱射線授業的実践

'J"[lI良平、事t;f~fi官宋(自i?ii'キl・ .Î.l:飯舘中)

(コーデイネータ)

向日\.91 ニ(エネルギー・環1底草n宇|教育推進研)

セイホクギャラリー

放射線教育(1) 9 :15-10:15 

座長河野孝弘.t(核融{~研J

‘ 3a- n -01 数日養成に向けた放射線教育川機能の
J"lH1� 

(東京学芸大)01沿児院太郎、亀沢知夏、フオグリ

ヴオルフプf ング、鴨川 仁、荒川悦雄

3a-n -02 可搬m手作り GMã'l"主主管キットのIm~

(巾 IJR~)O早川ー純、佐合 m. (名大)背 IIJl桁輩、

飯山孝夫、{春日井jlï.li:坂下巾)五 JI・ 忍、(愛知1

工大)ft千鶴夫

3a-n-oω3 t剖携j路E引開4引叩i口j;:ß到1手作り GM，包~:放射t新線tJit弘liω川t刊A測11剛l町リ定r掠zの古剖部|口;lI7

のいろんな珂:1'][宇利科|ト.尖E験3決tへのI前舌m

(愛知lT大)0お千鶴夫、(1) 'J~(愁)早)1 1-'粉、 11<合

成、{名太)1'fl.l.I J;:r 彦、仮rn 孝夫、(春日 JJ:ïli立坂

下 '1') 1i:.1jo忍

3a-n -04 1.(，\に含まれるアルファ級以前核級分布
似のCR-39による飢祭

(愛知:C ;J;:)Ui1l\千鶴夫、 Oií山県立志子i野山校)ぬ

弘1Iリ

ームー.:_.:... :..:，，::.....，_く fMít> ふごL二一J ふ三:与三

放射線教育(2) 10:30-12:00 

縦長荒川悦111:(東京伊奈大j

3a-n -05 自然111.射能~iJJ;l を用いて行う放射線青|

数の統制的変動を切1慨するための測定災世I

(核融合研)0河野孝 !J.t

3a-n -06 !瓦化カリウムを JfJいた得度測定及び欣

射線教育について

fヘ:

3a-n -08 NPO放射線安全7 ォーラムの前回J

(放射線安全7 場ーラム )01t~~革 審、金子 il'.入、

出締約之、力11勝利 IJIJ

3a-n -09 タプレットによる欣射線数T守を

Oi~F)I:多丸

ホ 3a- n-l0 小学校における iiX射線リスク教育-IH

前授業と尖~~結果

(京大・院エネルギー科学)0幸 i告子、 (111形県

白岩小)[1]宮 治、 (t町民県四倉小)芳賀良行、(京

都救育大附属桃山小)児玉総司、(稲井大・悶際原

子力工ザ:fùfj ILJ野直前、(京大・院エネルギー中|伊)

石原康F ー

以二ょにごニヰぷく仔食1.f;{i[\>時三三五主主込ぷj

放射線教育(3) 13:00-13:45 

路長森千餓夫(愛知工大)

3p-n -01 宇宙進化における放射剖lの役引l

(理論放射線liJf) 0大野新一、大野玲

3p-n -02 環境衛生行政に従事する技術系職員へ
の環境放射能研修の実践

(東京都健康安全研究セ)0小西浩之.M土ー栄聡子、

1~!坂三割置、中t工大

3p-n -03 東京大学農学部で実施している燦梁J-I<

境と食の安全を対象とした放射総数育

(来大・院J~)orn野11・慶太朗、高橋友継、 I長瀬 良‘
二瓶問:EE、小林4tj直子、李俊佑、大手信入、(千

葉大・:eJl)村上11:法;、 ou大・院l込)民鍋封、1)'

ï'~~反子

山ふ._三五三芸品く休恕>見~ごと立五五2

公開E器産 15:00-17:30 

市民のための公l1r1~措殴・しゃべり場「食品!!日射とい

う新技術を考える 消費者は、主11 らずに-]，i1をしてい

ませんか? 第 2~市! J 
(主催食のコミュニケーション I"J!市会様)

{多加賀無料)

エンゼル研究棟・講義室

(共同t医療大・ u話)Oíl-長野秀樹、(核融1I合研)ìi刊I守孝 メスパウア効果(1) 13:∞-14:00 

央 0H~ 久常本志郎(首郎大Jl.(茸〔・院理工)

3a司 H-07 揃Get""Ga Gel1 cratorの超小型化とカラム 3p-V!-01 也子ホッピングにより緩和型となるお
内で生じたn.'1Gaの挙動 合j耳目川Ili三校ペンタ 71レオロ安J息香険欽鉛体のメ

(:1ヒ県大)0野崎正、小)11幸次 スパウアースベクトルの解析

-14ー

fう

υ、 liiJ火)0;阿井防 、 OIU川、)肉椀 jl'.. (点レ

リサーチセ/大同大)中本忠;t;. (大|河大j 小木紳了、

応 rfl ft匹、 i向山努

3p-VI-02 メスパウアー異性体シ 7 トと分子軌道

計算との比1史研究によるfプロック元必ーのSJi FT状

態

(Jよ応大・院耳100金子政志、官ード 店、 (I.t向大

N.BAJw)rr r.,1 j:t 
'3p-V!-03 ìi~ 1ít吋・イクルによるホフマン l\~ スピン

クロスオ一パ一 i尚旬う分f 了

ベ 7 トルの1変変化

(司訪日大. J'I¥) 0関谷川得、北路孝!と、高橋 俉 

'3p-V!-04 水素化リチウムにìt入されたFe目ι了・の

\1'1' 111) 分解インビーム・メスバウアースベタトル

(電通大・院)0佐藤祐批子、(宿泊大・院/JlllM'

仁科セ J小林義男、(来型大.J1ll)山附Jjl{i:'f、(1CU)

久保融哉、(阪大・院型ll) 三原~~，嗣、(~即日卜仁科セ)

長友 1端、 f 日大・生時J:)宮崎沖:、(余沢大・

段四D 休日昼 l島、(放阪初f. H1MAC) f!"il長良二、北

川敦志

F'!', !':<~::".';:\~"~':許庁、 i;::1 <休憩〉之江辺与よ乙ょ;ニエニ1

メスパウア効果(2) 14:15-15:15 

底長問締正(東邦大，)11\)

'3p-V!-05 陽 l臣殿化による紡榔浩をもっアルミナ

とこれを基板とした欽州民

(米耳Il大)om遺賢一、山 HHJi 洋、(\!1jill大/型1\日f)

小林義男

'3p-V!-06 !\{;{~雰 11M 気下の~:l:レーザー恭治で斗ー成

する~:7J.孟型ZR化鉄線脱

(京理大)01!，:n，事事~.f~、 I1I [1] EIi伴、 (';ltj凶大/JÆM)

小林義男

3p-V!-07 ;1):*1'1・酸化物ガラスのメスバウアース

ベクトル

(近畿大・産業HLUO凶 1:111'1'1灯、(行都大恥hl'

院現コ:)恰nl弘資、久間木Jえと‘自I1
噂 3p-V! -08 出H削県スズ合千f到、バナジン隈塩ヵ・ラス

の同 i91榊iE と物性の側関

(首都大東京・ l佐J]I[工)0松 Hlryl，、問、久?吉本志郎、

秋 III和彦、(近機大・従業迎工)i'耳目世間

しニ二.，.;.，....ぷ'.~\~' ¥. !.，く M;l::ft> c...:"::::こと~.~μ 」よ

メスパウア効果(3) 15:30-16:15 

雄氏小林詩型j (包i回大/現研)

'3p-V!-09 鉄を合む 71レミノケイi'i!l:ガラスの怖造

解析と光触媒効月との相i悶
({i 郎大J.!L);r ・院m仁仁)Ol!庇IJJ悠介、久日木志郎、

秋山和彦、(近畿大・産業理II 日間間哲日fJ

ホ3ロ-V!-10 可視光応符型光f~j! /(\';への応川を考えた
ケイ限3j， 1fラスの刊製条例の検討

(首都大東京・ Iti~Jm工)0向締Hi輔、久宿木志郎、

秋III軒1彦、(近畿大・能試:耳目工)南山'Ilí'I珂

'3p-V!-11 '"グヘマイトナノ粒子の合成と構造解

析

(首都大耳u;( ・|史加工)0波部友{士、久箭木志郎、

秋 1I1 和彦、{T{uder Boslwvié研)リステイァ千 ミ

ラ、クレフラステプコ、 (E品tvös Loránd大)ホモ

ナイ ゾルタン、クズマンエルノー、 (jfi:燥大)

凶 rn i'i'町j

農学部 1 号館 B 番教室

放射線基礎セミナー 17:00-18:00 

LIB宅71之上二:Z:I~全g~工到l会・ライフサイエンス並会j
特別講義「航空機モニタリングJ

烏j社 建男(日本出l子力引先IlH~~機構)

-15 ー
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第 2 {j:l) ポスタ一発表

t~~_~~二Z111J竺去ご士コι

[主主亙ヨ記1
7 月 7 日(月 )11 ・ 30- 7 月 8 日(火) 11 :00 

責任時間 :7 月 7 日(月) 13:∞-13:30 

1 P-01 7.、ナネズミ一過刊脳血 Ifll に伴う tUI刑1111包
|取山に刈するラドン I~人による jlll :l;11効果

(Y，liLl大・院保健)OJ\-加す隆治、 Jli 制令央、出 fll 初

日l、川辺 |問、 1I1 [l i)j仁、山 l品Im~I!.

I P-02 y判l級J!(((j'1 による比例制l迎1，;;;此、宇与の 2主導.I!t~

,UI): 

(i)'~Jh~大・院Jmユ:)0長:Ì~~};n持、松永愛美、.)[.11'. 車、
(j~C大・ }idH 引ji生物M究セ)小林純也

1 P-03 スギとヒノキのコド部におけ1..，}iJ:射性セン

ウムの分布の 2.3ωW.n;ï

(士'j'; ，~IJ'l;í大， t~)OIW;j( fll 也、大久保述。J、、;主 iHI時

11目、有明太、Hlinl1百三(乙.j::tl~F~大パイ寸サイ

エンス rx右目 r~t:セJ' 1' 1I 1 股

1 P-04 野~I 動物の II'J および'H'II I の欣射性セシウ

ムおよびljiJjす性ストロンチウムの分析

(国立以;~li品 í't，il， Viì! jJiJ[)Ol両目，1i1 rì英、~~[ 1J? 1I日、

昨指l t'l眺 f 、松 FH ')え子、手応1首 r-

1 P-05 スギJÞ.. びコナラ可けオ部の hiM'1生CsiJ:t f!t分

布及びllHJ;

(市島県+i'~ì，研究セ/首都大東京・|応部T↑;，加古 )0

小川秀樹、 (tlìÎ ，e.;県林業研究七 ljJl jl会内久、村 1-- 香、

熊1J1 淳、 ("1 郡大東京・院内，'rl îJïWil l' W!'III JI.'.香、

.liliLU か li り、古Wli!J:久

1 P-06 ゲイズにおける部位別放射性CsìÌ~V主に力

')施l肥がりえるi;î~fi年

u'百幻大ー l佐 n 然11 ザ:;0本1~~~f:3 件、(j，íI1JJ、. ﾆf) 
n;tm直樹、野 Illt\法

1 P-07 術品原発事故から 2 年後の丘中rn 司、の b注
射性枚往のj!l l収益 -lj~射1'1 セシウムとカリウム 40

(闘力c[!日限 l完成科学院)oc.nn 宙、(神奈川県術

g二]ijf) 飯島育代、凶 JI:}，IU: 、 (1苛玉県術ólõli)f) 三宅

;と IVI 、(日本分析セ)太1l1 1~r子、(日|立保健医療宇l

q:院) Jl IIJ 一日1;、必本品、1':') 111 尚樹、(帝京大・

医)山正浩子、(松本大・ l続他山科学)杉 11I !l~男

1 P-08 t:;; 1，与 J!;( 1~;':'J~ I~i から 2 午後の食;1f.iJ l 米の欣

射性校砲の摂取i止 プ lレトニウムと '1; ロニウム

210-

(n 水分析セ )0太nm子、(神奈川県術'1，研)飯山

育代、}附nlt宏、 (1古玉県衛生研)三宅 5ill町、 (1:.1

)l.保健医鋭利 γ"1涜)I [J Iコ一郎、松木 川、{曜日 111'{j側、

(;tiTJ~r大・阪 )l\l主治子、 (1公木大・院他HH‘|学)杉

1M，リj 、 Wi!立1~， tdll記jM干1.'"主 I~")i;'，， m rlT 
1 P-09 'j↓{R~';;11 力抗;';，J吊~~-~原子力発'iI:tiW明快に 111

1とする 1点射でJ:lin、物のI也J!!比うTイli

(久町米大 'Imo土!日兆介、(純以学|市|大・似I\~

J:&lìWïÎ.JI:正一

1 P-10 埼玉県内のモデル生態系における件机試

料"11の政射能
U!.t:ld' ， (.1符!I. !i}f) 0 ミ:と定明、時iJHY;行、 \';ITI 栄光、

竹1m尖 l'(--T 、 ~'J'本かはる、 jtli~!n:U'1!了、 ()~H，- Vi\

環境科学国際セ)向!;)nl知英、竹内!日i' ，と

1 P-11 カ 'J ウム施肥した水ITI におけるイネへの

Ij~~判事，セシウムのfHî'

(新潟大・院自然科学)O~上司亮介、片側侵攻5、小

1t真理店、、(太問地民復興会議)奥村他自11、 (tjÌi~" 大・

白然科学系)古川夏樹、原j}liË樹、野中長'，il、

1 P-12 民地における土IJ( '1'の ~I'放射性セシウム

の鉛直方向への移動制1f:

(束京都他康安合研究セ )0小杉イf希、鈴木俊也、

(末広都民林総合研究七)松市mi工、{東京官I; JItt応

安全研究セ)小西冷之、富士栄IP~子、 w比三縦、

中 n: 大

1 P-13 福島以発事故による邸内の放射線量及び

以射伯降下物f立のJft，言|の試み

(東京都健康安全研究七 }O富士栄nn、小凶作j ，と、

!1:.~H消失、保坂三継、 '1'江大

1 P-14 îMI元県大熊町の答戒 1;<:域で;fxJ:'，された米

および野菜中政射性セシウム波J!tにおける除引きお

よびカリウム施JJI'!効果

(福島大)0大揃fdln湖、北山 部、(大熊町役場)武

IÁ)住之、(和1応大)河津吹獄、 j布(iJ 1件文

1 P-15 )，氏刺'1'1;セシウムの土山への l政府&び w!州

-IG ー

fY 

における安定セシウム及びカリウムの|則4-の仕方

について

CljL京医Nì大・阪向学研究支援セ)0能なHfi雄、梢

11 ド l'次、大谷幸代、原 ，1，辛

1 P-16 スベ 7 トロメト ')-W(.将

(J_'IIM)OI川町民i台、 }JIiiJ'j( 博

1 P-17 ね1 ';:j JH( 1� .m. 11�: il~i 後ならびに 3 il' 1走の瓜J克

)j\(~.líiUIf:1:t 

(月間flO.1 火設!川、同町民的、加iJii 1車、 1;;1 引弘

側、 (NIIK取材J1f) 七 iH i鋭、大段、昨日目

1 P-18 4 -G II Illね iHl!j立子による 1:!krI 1 七シゥ

ム ~~(H紋11t減収ZL その先見と初jリi の紋'lü: i\! デ

ク奇 '1'心にー
(51: lIL京陥似総 1>(ホタル :1:_m~J~-v岳 f;a )OI)'Ji'"~ Í[リJ 、

(跡|人 )J反本よ側、 *'k以店川-ii!仏l

)1:;、I~J!] .r:士干fト-ヒ )y: 川i 1:¥ 

医互互ヨ琵E
7 月 8 日(火) 11 :30-7 月 9 日(水)11 :00 

責任時間 :7 月 8 日(火) 13:00-13:30 

n P-Ol 也子リニアックをJlh ・た再欣/1.\陥也子~~'{

1Jtk鋭的 r:n 1L~lr

(i>'(i総 ji) f) 0'1、 111 印刷、 4、ー野村 t字、大j斗ノk成、鈴木

~l-. Ilriall E. O'!{ourl問、凶J込俊二

llP司02 xSJlO-(2~→")SrO-7:，B，o，，系ガラスの光~lll

mlルミネッセンス特性

(1i-' ìJU:-)、・高村セ )Orl' lI l 涼太、 TW戸秀仁、平洋

一樹、竹井J正法、(千代 1'1 テクノル・大洗研)宮本

LlJ持、山本帝王[:. O;U，'化学 ji}f) 正井1'.1 和、(金

il~大・自然科学)i!，\JJ;I\利夫、{九州工大・ 7 ロンテ

イアliIl-究アカデミー)柳HJ健之、藤本 桁

II P-03 シンチレーダ川ZllO蛍光体の 1レミネソセ

ンス特性

(金沢工大・工学)0佐路市来、 f金沢工大・ 52J 材セ)

平洋一樹、竹井義1上、市j二f秀仁、(千代 Ul テクノ A)

日本Ll I 杏、(JJj(研)rl'村達也

II P-04 オートウェルガンマカウンタ用高感度検

lli~iiの検討

(r円1 立7 ロカメデデf イ力 Jルレ )0窪谷E英t叩別1.、 加正肢E寺結J占;花、

荻原 I'Jιl 

llP-一一4一05 プガ'f ン 7i紘i スベクトロメトリ一における試

利 1常軒I皮史に/;比:c包-じた再剖J-l政d泣t矧効J率のh制柿l日i正

(柿品大・うつくしまふくしま未米支援セ)OWJ- JII

滋夫、 (IVJ大・理工)栗原雄一、小池情也、(Jl[大・

アイソトープ総合セ)桧垣正訴、児玉mn~

II P-06 ì/)(14ぉ γ ンチレーションカウンタにプラス

チヅヴシンチレータを1/1，、たベータ t~Uì~大エネル

17 

ギーの分析

(1:1 玄アロカメデイカル )OIJ/II陪結花、荻爪 i ，~f 、

古川 ]1、之、(お茶の水女 f 大. r:;u 市川悦 f、 .1/;川I

紀子

n P-07 iWiドシンチレーションスベクトルと H利17.

ベクトルの比似

{古 UI大・水主主 1.. 11，;:体科学l>JIセ )0爪 正店、 rl'lll

村人、松山政火、 (12・ 111 山 W ・ 74子情 m工q'll町 m)，

P'1 
II P-08 液 H; シンチレーションカウンタの伐ïE i-l，

に|目する研究 I JIl)

(日 111大. JJ(紫同 1立1+:1 ト午研究七)O 'i 'III:I~ 入、 r:

I lJ )Jl 芥、 11;( ，"II.:rt、松山政夫、(市 1I1 大・ 1'1 然利

や lil[ )'ë文技セ )J/可上川 、('ii1 山高山1 ・専攻科)日

|刊 j'li.: ifì、袋:.(Ii (j件、 0;;;111 日専・物質ィt7'T'γHl

丁 f 型ftfì

II P-09 G" ，， "t1モンテカルロコードによる庁長{ドシ

ンチレーションカウンタ /I\);の快討

(71; 111 出i リI}.. 泊予↑ltj~\{工当主)0阿蘇 司、 (1日山大・

水者|訂J f.i:休科学 liJi"先七 )JJj( 正山、 C 1:11i:7ロカメ

デイカル)扶l以前、古十Hli之

n P-10 施設・設備の汚仇検品、;1開花 ~:un 治 J{， ω 1'1'

l~ 

(RI協会)O:~'，問 kit二、向柿l附IIJ 、 T':~~1:1'~;: ザ

n P-11 ガラス乱世æ"~'1 による・Jf.業所内外の欣射総

長測定{その 2 ) 

(京京医大. [()引Jf究室 10久的jJ1広

II P-12 鹿児向以下の l~ri.， Ji(射線hl と Ji'1.肘能訓 ililJ

([児;児巴島|限1宍ミ f療j主t主4吋t此iμf術苛 1りι山!江山」日1ドJ川γ1

.千|ドξ問大桁、干j~ r.~~黛|刻、 %frJ也jfí入、上|干i大相

n P-13 灰化した木材ベレァト中の紘射性セシウ

ムの含;11+

(í，:j )J 1 工大・環境Jlji工)0山偏公杉、 HLU佐多生、 (í山

知 l工大・地域述Ht!長H~)氷山正民、(出向|工大・シ

ステム工学)八IJJ f;'空光、 Lllt~1') 松|品l 晃

II P-14 スヲワレンにi?~i'l'fしたフラーレン←Cゅのヒ

トメラノーマ釧胞に対する }j~n・H~~l円感効月比

(三重大. !I，命利学研究支li'i:セ・ RII去尖!日!施設)

O加 illii言哉、(大阪市立大・院|民. [(1災験 Jjíli設)

木村政縦、(大阪物保大・ r~他|災被/日本老化防御

医科'予セ)三羽信比77

n P-15 hえ射線!!((!it食 lT1 に訪 ì!J きれるラジカルの

PulsヒーESHによる訓 iliJJ

(北海道教育大・院)Oi'， "1十!f;x 否、ジ)dlrR: 1剤、 ü~

初f11~1伴 食品総合研j(弘符宏美、 (IJ;(子力 I:Hlli) ，心

地正 I'.'i、(北 iíif 巡ríiY大. 1';;') 中 H 秀夫、 (H;('f-;!J

1坦j昨)小林司訂正、 仁|ヒ t柾 j{ìf'，((f大. Jl;t)柑'J ßfol:)1:;子



II P-16 Jj~qH品川U!Jした l!~ \i'i ・ノぐン， û1 1 の a17t 伐に

Wlする t，J<M

([tOJ コミコニケーション円卓会議)0飯J正友 f一、

刊行 11 まりょ、千ii~悦子、(北海道fHí大)判例光子、

(JCl子力桃山)的地正問、小林泰彦

np-17 iJ1ii'lけへの欣射線照射の rWI ~'i についての

影特

(ftのコミュニケーション円市会誌)O--T- '!i!悦子、

("i 

f呪t瓦 Jx'[- ， di川まりこ、(北海道教育大)制剣先 f 、

(原子力 i民lIIi i 菊地，1]01)、小林栄彦

n P-18 ハーシーとチェイスの尖1段をお村とする

出等学校生物の教材1'1一成一様;I'Iì，ノ《デテリオ 77 ー

ジの調幣ilおよ 1:i"!占川最適量の検討

(耳[J!;大・理)0副司!荷真昔、石鍋大j也、川 '.1.' 千五号、

必líUlf太、中11 合制:人、 j誌腕美佳、佐iiが沿之

第511ul アイソトープ-放射が!j! :riJf究発表会「才'f手優秀講演賞J~こついて

本1'tは、:~~;手川究者による研究 hf，肋のう足助をrJi'I'J に、 4'研究発表会において促秀な口!ìj'[発去を行ったが!I:

および公三H)f':代将を去杉寸一るものであ L 。

φ審査対ßI者について

1) 本1'\は、以下の ~j'l リ}-(主を;的たす朽ーを対象として:ti'~1fする。

j; Uiifí発表を f J う者で、発表申込l昨に本'&tへの参加をtJ l 日した者

ゼ:発表 111i ，'，1，( において学生である粁f大学院生を合み、年齢不問)、または本liJf究発表会!品J Hj;_.Il'- I([~， (2015 

f年I':J )川1-1主ミ「日I )1I .I'iLて

G、叶4本、1公t叉:1:いI~ のない者

2) 本-tt のす;lüJ~記者は、プログラムでその行を 11J;I;サーる。

@審査基準について

本質は、 fiJl"先内科に|刻する新悦刊およひ J~!ûlJ'[!1 、発表方法~{;-びに貨品L応、1';について判定する。なお、多 1立

の共同研究者がi則わる研究発;去のgi合においては、本人の:ザ 5 がl円相/1 になるよう似忠、して発表することが

灯ましし」

令受賞者の公表について

受賞 Eおよび je :Jf.i\Ï r也専については、 FI ;，j'~7 イソトープ協会ワエプサイトおよひ~Isotope Ne-wぉ誌上で公

表する。
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特別F，í'IJ:前・パネル討論一覧

特別協演 1 7 月 7 [11 J] )H:00-15 口市

東京電力稲鳥羽11- /1礼子力発電所事i1áからの欣射

1'1 ヨウ訴の人体に対する影響

制井義夫(以北大学大学院医学系liI[究科)

Ni.長 久保放百I( 日本アイソトープ協会)

特別諸演 2 7JJS 日 (:k i 13: 00-14: 00 

j~栄分野における'1 '1主了咋11mの新しい)j~n円

座長

鬼柳将IVI (名 7t「成大学大学院こUi':研究干1-)

竹中信幸(1111 )0;大学大ザf院工学研究利)

特別抗滴 3 7 H 9 日(水/13:00-1'1:00

原子炉;jj;_びに)J\l辺jR~ を利j日したBNCTによるが

んif1 lJ.l

小型f公二(京都大'子m(子炉;!fJ!i~r~i) 

i':1i1毛 小品周二(東京~~'利大学薬学部)

パネル討論 1 7 J] 7 I1 (JJ)10:15-11:25 

政栄利用のためのRIイメージングの新民tm

l!lil'f ï!.川 和WA波大ザ'アイソトープ峨J自動態

(i)[兜センター(生命J~lJi1系))

( Illil l物IUイメージングは1車物のwを附 I~Jするの

か 7

iiMffi 秀(日本ij~F)J(リ|究|耳Lìe(;~附)

(21Ii((物 1{[ イメージンゲ手法の改良一 l町 1111/生 Illj 分

W(íì~の 1"1上をLl折して

I゙¥' N澵 )."1(東京大学大学院農学生命利学研

究科}

目、];j命パネリスト

河i也有本(日本W~f力研究|出発機H~)

山川 純(筑波大学アイソトープ1:;;1I;~助悠

riJr~センター(生命環J>~系))

パネル討論 2 7JJ7 日()J) 15:15-17:4S

認知能の岡倣診断泊先制

目H~ ;j;Elo春夫(東京l五平|大学J

(1 )1:14' における~l!.J'fIj;，:の {TII'ì半

I,UHU IrH筑波大'~(:医学医療系)

(2)~~，jlHiI:診断におけるアミロイドイメージング

とドパミントランスポーターイメージング

石川氏二(J.I:O;(郁 fd!成長寿 r~~ l!.iセンター (ilf

究所)

1:1) 7 ウイメージングに lり1 1!iーされる認白 1 r.E診m に

おける{止市'1

品川 斉 ()!1.射線|実学総合川究所)

('IIPETでみる tt~，lll~.ょにおけるやl'的伝迷系の病un

筏i立 i二 (N'~Æ 内1'1 千応/11氏射線医学総合

l\)f'i'êi苛)

パネル討論 3 7 月 S LI I 火) 14:15-16:45 

小mlJll j生協他殺の 1/1.身'1 't'Ui6!ì"物のJ附泣いについ

て

R~長 総 IJJl忠以(1ゴ本アイソトープ協会)

(l li);令改正の慨~

』主雌正芯(千代山テクノ Jレ j

(211又1Iり 11 リニアック

波;世 ~i~ (償 i 1i労災州院)

IJIPET診断 i~li-1i!l;(ì川サイクロトロン施設におけ

る lii !i Jlじについて

桝本和義(間iエネルギ-IJll;主総研究機t!lj.i

(41')f川的な枕 1)'1 化 iJ!il ，ζ

J:波"~Ijll (J出化学州究所)

I"il:l本アイソトーブ協会による政射化物の錦町

。JJ)!:IJ;

土ツ川市二 (1一14'7 イソトーブi司会j

パネル討論 4 7 JJ 9 トI(水) J.j: 15-16:45 

北から ïtiから紹 j品を抗17 まえた以射線教育の王子回

以 1:日日

院長官川俊11，';(欣射線~1. T{ フォーラム/bl 本Jli[

燃)

11ìli.iJHiIlr.;'1読本の改訂について

il1i原河 (文部科学何十月訪中等教育局)

(21やってみよう j点射線数千f

凶fI1 ~t子{奈良市立興-l~~q I学校J

(:I):l', i!ïl~{.dÎの q.J'~i 校における政例制;ttCF-f

11日TD;~ 1I日(才fす"なlliîU二千 t 'l'学校)

111'X II，ti'日東 iÍJi村における欣9・H!i!、原子力に|対す

るが刊について

鈴木克己 0101什J-，'，:!!(\/(i小学校)

(5)飯町i 十l における中学校の政iH"~!授業の実践

官川 jνl'、荒木 fill)と(t託制村立JW:l�i'I' q: 1完)

コーヂイネーク 商品均二(エネルギー・ 4世 j克J'[!

fH.士官批准研究J昨)
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